
高
校
が
実
践
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

取
り
組
み

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
必
ず
し
も
高
校
現
場
に
は
浸
透
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
中
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
で
生
き
る
力
を
育
成
す
る
た
め
の
実
践
が
、

全
国
各
地
の
高
校
で
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
実
践
を
紹
介
す
る
。

第
２
部

Case
愛知県立時習館高校

理数教育とグローバル教育の融合 1

岐阜県・私立 高山西高校
ディベートを通したモチベーションの向上 2

東京都・国立 東京学芸大学附属国際中等教育学校
「国際バカロレア」加盟で世界標準の教育実践 3

自治体（宮城県、茨城県）の取り組み
各校が英語と向き合えるように支援 4

13 2012  Extra Edition



　
三
河
吉
田
藩
の
藩
校
・
時
習
館
と
し
て

創
設
さ
れ
た
伝
統
校
の
愛
知
県
立
時
習
館

高
校
。
地
域
の
学
力
上
位
層
の
生
徒
が
集

ま
り
、
毎
年
、
東
京
大
や
京
都
大
を
始
め

と
し
た
難
関
国
公
立
大
合
格
者
が
多
数
輩

出
す
る
県
内
屈
指
の
進
学
校
だ
。

　
同
校
で
は
、
２
０
０
８
年
度
か
ら
５
年

間
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）
の
指
定
を
受
け
て
先
進
的

な
理
数
教
育
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
そ
の
狙
い
に
つ
い
て
、
高
畑
尚
弘

教
頭
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
本
校
の
あ
る
東
三
河
は
の
ん
び
り
と

し
た
気
質
の
あ
る
地
域
で
、
比
較
的
お
と

な
し
く
受
け
身
の
生
徒
が
多
い
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
文
系
・
理
系
に
か
か
わ
ら
ず
、

も
と
も
と
能
力
の
高
い
生
徒
た
ち
に
刺
激

を
与
え
て
更
に
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に

は
、
理
数
教
育
を
通
じ
た
論
理
的
思
考
力

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
育

成
が
有
効
と
考
え
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
申
請
し
ま

し
た
」

　
同
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
特
徴
的
な
の
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
昨
今
の
社
会
状
況
に

合
わ
せ
て
、
理
数
教
育
と
並
行
し
て
英
語

力
や
国
際
感
覚
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ

の
対
応
力
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
、
双
方

の
融
合
を
目
指
し
、
実
践
を
し
て
い
る
こ

と
だ
。
木
藤
政
美
教
頭
は
次
の
よ
う
に
話

す
。

　「
科
学
の
世
界
で
は
、
国
際
学
会
な
ど

で
英
語
を
使
っ
て
論
文
を
書
い
た
り
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
す
る
の
は
当

た
り
前
で
す
。
こ
う
し
た
実
践
的
な
英
語

力
の
ベ
ー
ス
を
高
校
時
代
に
身
に
付
け
て

お
け
ば
、
大
学
に
進
ん
だ
後
も
大
き
な
プ

ラ
ス
に
な
る
で
し
ょ
う
。
む
ろ
ん
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
で
は
、
文
系
の
生
徒
に
と
っ

て
も
英
語
力
を
始
め
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
へ
の
対
応
力
が
求
め
ら
れ
る
場
面
が

増
え
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
」

　
同
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
主
に
５
つ
の
柱
で
構

成
さ
れ
る
（
図
１
）。
ま
ず
は
、
そ
の
中

で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
力
の
育
成
に
最
も
か

か
わ
る
「
国
際
交
流
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
国
際
交
流
の
核
と
し
て
、
09
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
名
門

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
セ
ン
ト
・

ポ
ー
ル
ズ
校
と
の
交
流
だ
。
き
っ
か
け

は
、
同
窓
生
よ
り
国
際
交
流
に
か
か
わ
る

愛知県立時習館高校
◎１７５２（宝暦２）年に創設された三河吉田藩の藩校が前身。２００８年度から
ＳＳＨの指定を受け、理数教育の充実を図るとともに、イギリスのセント・ポー
ルズ校との交流を始めとした国際交流にも力を入れている。「ノブレス・オブ
リージュ」の精神を理解し、「凛として清々しい生徒」の育成を目指している。

設立　１８９３（明治２６）年　　　形態　全日制／普通科／共学

生徒数（１学年）　約３２０人

11年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、筑波大、東京大、一橋大、東京外
国語大、名古屋大、京都大、大阪大など２１８人が合格。私立大は、慶應義塾大、
早稲田大、南山大、同志社大、立命館大、関西大などに延べ４５１人が合格。

住所　〒４４１-８０６４　愛知県豊橋市富本町

電話　０５３２-４５-３１７１

Web Site　http://www.jishukan-h.aichi-c.ed.jp/

S
chool P

rofi le

理
数
教
育
と
並
行
し

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
実
践

留
学
生
と
の
交
流
で
芽
生
え
る

自
己
表
現
へ
の
積
極
的
な
姿
勢

理
数
教
育
と
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の

高
い
レ
ベ
ル
で
の
融
合
を
目
指
す

愛
知
県
立
時
習
館
高
校
は
、
２
０
０
８
年
度
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
、
先
進
的
な
理
数
教
育
の
研
究
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
英
語
力
や
国
際
感
覚
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の
対
応
力
の
育
成
を

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
理
数
教
育
と
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
融
合
が
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
真
に
求
め
ら
れ
る
力
を
育
成
す
る
た
め
の
カ
ギ
を
握
る
と
考
え
て
い
る
。

愛知県立
時習館高校

事例　1
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C
ase 第

２
部

　
高
校
が
実
践
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
取
り
組
み

1

2

3

4

渡
航
費
な
ど
の
支
援
を
受
け
た
こ
と
だ
っ

た
。
そ
の
後
も
交
流
は
継
続
さ
れ
、
11
年

１
月
に
姉
妹
校
提
携
を
結
び
、
同
10
月
に

は
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
ズ
校
及
び
セ
ン
ト
・

ポ
ー
ル
ズ
女
子
校
か
ら
留
学
生
８
人
と
教

師
数
人
が
訪
れ
た
。

　
留
学
生
は
、
１
・
２
年
生
全
ク
ラ
ス
の

英
語
の
授
業
を
受
け
る
。
授
業
で
は
、
留

学
生
１
人
に
つ
き
数
人
の
生
徒
が
グ
ル
ー

プ
と
な
り
、
自
己
紹
介
に
始
ま
り
両
国
の

文
化
や
日
常
的
な
話
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
会
話
を
交
わ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
。
こ
の
経
験
が
生
徒
の
意
識
に

大
き
な
変
化
を
及
ぼ
す
と
い
う
。

　「
留
学
生
は
笑
顔
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
対
し
て
比
較
的
、
積
極
的
で

す
。
本
校
に
は
内
気
な
生
徒
が
目
立
ち
ま

す
が
、
留
学
生
が
思
っ
た
こ
と
や
感
じ
た

こ
と
を
率
直
に
表
現
す
る
の
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
文
法
を
多
少
誤
っ
て
も
自
分

も
思
い
切
っ
て
英
語
で
話
し
て
み
よ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
る
よ
う
で
す
。
そ
う
い

う
『
勇
気
』
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
第
一
歩
と
し
て
、
と
て
も
大
切
な
も
の

だ
と
思
い
ま
す
」（
木
藤
教
頭
）

　
１
週
間
の
滞
在
中
は
、
休
み
時
間
な
ど

に
も
留
学
生
と
交
流
し
、
双
方
の
距
離
感

が
縮
ま
る
様
子
が
う
か
が
え
る
と
い
う
。

出
身
国
や
外
見
、
母
国
語
な
ど
は
違
っ
て

も
同
じ
世
代
で
あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
、

「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
伝
え
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
が
強
ま
る
が
、
一
方
で
英
語
を

自
在
に
操
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
実
感

し
、
英
語
学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

高
ま
る
生
徒
が
大
勢
い
る
。
ま
た
、「
会

話
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
何
か
に

取
り
組
み
た
い
」
と
い
う
生
徒
の
声
が
多

い
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以
降
は
一
歩
踏
み

込
ん
で
、
部
活
動
な
ど
を
共
に
体
験
す
る

場
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
10
年
度
ま
で
は
、
同
校
の
生
徒
は
セ
ン

ト
・
ポ
ー
ル
ズ
校
の
生
徒
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
活
動
が
中
心
だ
っ

た
。
11
年
度
は
そ
れ
を
進
化
さ
せ
、
12
年

３
月
に
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
ズ
校
に
お
い
て

理
数
研
究
の
合
同
研
究
発
表
会
を
実
施
す

る
予
定
だ
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

11
年
度
、
文
部
科
学
省
の
コ
ア
Ｓ

Ｓ
Ｈ
に
採
択
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
交
流
よ
り
も
規
模

は
ず
っ
と
大
き
く
、
同
校
を
含
む

東
海
４
県
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
と
、

愛
知
県
内
の
高
校
か
ら
生
徒
57
人

と
教
師
８
人
が
訪
問
予
定
だ
。
研

究
発
表
は
、
日
本
側
か
ら
は
水
質

浄
化
、
金
属
樹
の
形
成
、
人
工
光

合
成
な
ど
に
関
す
る
４
件
、
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
10
件
行
う
。

　「
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
り
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
用
の
資
料

を
作
る
と
い
う
作
業
は
、
生
徒
に
と
っ
て

大
き
な
ハ
ー
ド
ル
に
な
り
ま
す
。
普
段
、

何
気
な
く
使
う
科
学
用
語
を
英
語
に
訳
す

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
現
地
の
生
徒
に
分
か

り
や
す
く
研
究
内
容
を
説
明
で
き
る
形
に

整
え
る
ま
で
に
は
大
変
な
苦
労
が
あ
り
ま

す
が
、
目
標
が
大
き
い
分
だ
け
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
木
藤
教
頭
）

　
合
同
研
究
発
表
会
は
初
め
て
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
生
徒
に
と
っ
て
は
未
知
の
体

験
だ
。
そ
れ
だ
け
に
大
き
な
飛
躍
の
き
っ

か
け
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

時習館ＳＳＨ　５つの取り組み図１

時習館
ＳＳＨ

カリキュラム
開発

高大連携
科学系
部活動
活性化

地域連携 国際交流

愛
知
県
立
時
習
館
高
校
教
頭

高
畑
尚
弘

T
ak

ah
ata N

ao
h

iro

教
職
歴
29
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

「
生
徒
や
先
生
方
の
思
い
を
感
じ
取
る
心

を
大
切
に
し
た
い
」

愛
知
県
立
時
習
館
高
校
教
頭

木
藤
政
美

K
ito

 M
asam

i

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

「
日
本
の
こ
と
を
理
解
し
、国
際
的
な
舞

台
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
た
い
」

愛
知
県
立
時
習
館
高
校

後
藤
智
行

G
o

to
 T

o
m

o
y

u
k

i

教
職
歴
32
年
。同
校
に
赴
任
し
て
12
年

目
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
部
長
。「
失
敗
を
恐
れ
ず
、す

べ
き
こ
と
に『
全
力
投
球
』し
て
ほ
し
い
」

愛
知
県
立
時
習
館
高
校

村
松
聡
子

M
u

ram
atsu

 S
ato

k
o

教
職
歴
26
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年

目
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
副
部
長
。「
去
年
よ
り
今
年
、

今
年
よ
り
来
年
、少
し
で
も
進
歩
し
た
い
」

P
rofi le

コ
ア
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
採
択
さ
れ
た

イ
ギ
リ
ス
で
の
合
同
研
究
発
表

＊学校資料を基に編集部で作成
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
高
大
連

携
」
に
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の
対
応

力
を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、
豊
橋
技
術
科
学
大
の

留
学
生
な
ど
を
招
き
、
一
日
中
、
英
語
だ

け
で
交
流
す
る
「
英
語
村
」
だ
。
こ
の
活

動
で
は
、
留
学
生
の
多
く
が
英
語
を
母
国

語
と
し
な
い
国
や
地
域
の
出
身
者
で
あ
る

こ
と
が
、
生
徒
に
気
付
き
を
促
す
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
英
語
を
使
え
れ
ば
、
世
界
中
の
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
す
る
生
徒
が
多
い
よ
う
で
す
。

ア
ジ
ア
な
ど
の
英
語
を
母
国
語
と
し
な
い

国
か
ら
の
留
学
生
が
英
語
を
話
す
姿
を
見

る
こ
と
は
、
英
語
学
習
に
対
す
る
動
機
付

け
に
も
な
り
ま
す
」（
木
藤
教
頭
）

　「
英
語
村
」
は
２
年
生
の
希
望
者
が
対

象
で
、
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
次
の
よ
う

な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　「
さ
ま
ざ
ま
な
会
話
表
現
を
聞
く
こ
と

が
出
来
、
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
。
留
学

生
と
接
し
て
多
く
の
表
現
に
触
れ
た
こ
と

は
、
今
後
の
自
分
の
勉
強
に
生
か
さ
れ
る

と
思
う
」

　「
自
分
の
英
語
の
課
題
が
た
く
さ
ん
見

つ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
自
信
を
持
っ
て
話

せ
る
よ
う
に
英
語
を
学
ん
で
い
き
た
い
。

外
国
の
文
化
に
も
興
味
を
持
っ
た
」

　
ま
た
、
高
大
連
携
の
一
環
と
し
て
、
名

古
屋
大
理
学
部
の
教
員
を
招
い
て
の
講
演

も
実
施
。
そ
の
中
で
理
系
の
研
究
に
と
っ

て
英
語
が
い
か
に
重
要
か
と
い
う
テ
ー
マ

で
話
を
し
て
も
ら
い
、
生
徒
の
意
識
変
革

を
促
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
部
長
の
後
藤
智

行
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
文
系
の
生
徒
は
将
来
、
海
外
赴
任
な

ど
で
英
語
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
理
系
で
は
入
試
で
必
要
と
な
る
だ

け
、
と
考
え
る
生
徒
が
ま
だ
ま
だ
多
い
の

が
現
状
で
す
。
実
際
は
そ
う
で
は
な
く
、

科
学
技
術
に
関
与
す
る
仕
事
で
あ
れ
ば
英

語
は
不
可
欠
で
す
し
、
仕
事
内
容
に
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
企
業
で
働
く
上
で
は

英
語
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
生
徒
に

知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
柱
の
一
つ
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
開
発
」
で
は
、
特
に
論
理
的
思
考
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
育
成

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
向

性
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の
適
応
力

の
育
成
と
無
関
係
で
は
な
い
。
セ
ン
ト
・

ポ
ー
ル
ズ
校
の
教
師
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
高

校
の
授
業
が
「T

alk &
 Interview

」
で

あ
る
の
に
対
し
、同
校
の
授
業
は
「Chalk 

（
チ
ョ
ー
ク
）&

 T
alk

」
と
い
う
印
象
を

持
っ
た
と
語
っ
た
と
い
う
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
る
た
め
に
は
、

英
語
の
み
な
ら
ず
、
ど
の
教
科
・
科
目
で

も
、
よ
り
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
授
業
に

変
え
て
い
く
必
要
性
を
実
感
し
た
と
、
Ｓ

Ｓ
Ｈ
副
部
長
の
村
松
聡
子
先
生
は
言
う
。

　「
英
語
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
す
。

自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
分
か
り
や
す
く

表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ま
ず
は

日
本
語
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
力
が
な
く

て
は
話
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
英

語
以
外
の
授
業
で
も
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
し
た
り
論
理
的
に
考
え
た
り
す
る
力

を
育
成
で
き
る
授
業
に
改
善
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
」

　
現
在
、
１
年
次
で
実
践
し
て
い
る
「
科

学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
」
で

は
、
①
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、

②
論
理
的
思
考
力
、
③
小
論
文
、
④
デ
ィ

ベ
ー
ト
、
⑤
情
報
活
用
実
習
と
い
う
５
つ

の
要
素
で
構
成
さ
れ
、
論
理
的
思
考
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
育
成
を

図
っ
て
い
る
（
図
２
）。

　
英
語
の
授
業
で
は
、
11
年
度
か
ら
オ
ー

ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
授
業
を
実
践
す
る

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育

成
を
重
視
し
て
い
る
。
生
徒
に
「
生
き
た

英
語
」
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
と
い
う
思

い
は
あ
る
が
、
そ
の
際
に
心
配
と
な
る
の

が
「
受
験
英
語
」
と
の
兼
ね
合
い
だ
。
し

①ファシリテーション
スキル

・集団での話し合い
・ブレーンストーミング

・論理的思考力とは
・三角ロジック
・クリティカル
　シンキング

・小論文とは
・小論文の実践
・表現力の育成
・相互評価

・ディベートとは
・クラス大会
・学年大会
・プレゼンテーション
　能力の育成

②論理的思考力 ③小論文 ④ディベート

⑤情報活用実習

並
行

「科学技術コミュニケーションⅠ」の概要図２

「
高
大
連
携
」
を
通
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
力
を
育
て
る

論
理
的
思
考
力
の
育
成
が

グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
力
へ
の
カ
ギ
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C
ase 第

２
部

　
高
校
が
実
践
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
取
り
組
み

1

2

3

4

か
し
、
従
来
型
の
英
語
学
習
で
な
く
て
も

十
分
に
受
験
に
は
対
応
で
き
る
と
い
う
。

　「
構
文
な
ど
を
単
に
暗
記
す
る
学
習

は
、か
え
っ
て
効
率
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
の
４
技
能
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
『
使
え
る
英
語
』
を

学
び
な
が
ら
、『Input

』『Intake
』『O

ut-
put

』
の
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

基
礎
力
が
確
実
に
定
着
し
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
た
学
習
で
基
礎
力
を
付
け
、
更
に

多
読
を
進
め
て
英
語
に
慣
れ
て
い
け
ば
、

受
験
英
語
に
も
対
応
で
き
る
と
考
え
ま

す
」（
木
藤
教
頭
）

　
た
だ
し
、
語
彙
力
や
文
法
な
ど
、
あ
る

程
度
の
量
対
応
が
必
要
な
部
分
の
学
習

は
、
家
庭
学
習
で
対
応
す
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
。
ま
た
、
ツ
ー
ル
と
し
て
の
英

語
力
を
測
定
す
る
た
め
、
11
年
度
の
１

年
生
か
ら
「GT

EC for ST
U
D
EN
T
S

」

を
受
検
し
、
指
導
改
善
と
生
徒
の
英
語
力

向
上
に
生
か
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
通
し
た
生
徒
の
変
容
を
、
数

字
で
見
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
科
学
に
対
し
て
興
味
・
関
心
を

持
つ
生
徒
の
割
合
が
非
常
に
高
い
。
生
徒

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
研
究
を
身
近
に
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
答
え
た
生
徒
は

84
％
に
上
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、「
文

系
の
者
が
理
系
の
世
界
を
知
る
こ
と
は
必

要
だ
と
感
じ
た
」
と
い
う
回
答
が
98
％
に

上
っ
た
こ
と
だ
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
で

は
、
文
系
・
理
系
の
複
合
的
な
能
力
や
視

点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
生
徒
た
ち
は

実
感
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、「
成
果
発
表
会
の
準
備
お
よ
び

発
表
会
を
通
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

技
術
が
向
上
し
た
」
と
78
％
の
生
徒
が
答

え
て
い
る
こ
と
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
の
育
成
を
図
る
取
り
組
み
の
一

定
の
成
果
と
い
え
そ
う
だ
。

　
理
系
選
択
者
の
増
加
も
見
ら
れ
る
（
図

３
）。
07
年
度
が
約
53
％
だ
っ
た
の
に
対

し
、
10
年
度
は
約
63
％
に
増
加
し
た
。

　「
例
年
、
一
定
数
の
生
徒
は
文
理
選
択

で
迷
い
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
通
じ
て
科
学
を

身
近
に
感
じ
、
迷
っ
て
い
た
層
が
理
系
を

選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
」（
後
藤
先
生
）

　
教
師
の
変
容
も
見
て
み
よ
う
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
実
施
に
よ
り
学
習
指
導
要

領
よ
り
も
発
展
的
な
内
容
に
つ
い
て
重
視

し
た
」
と
答
え
た
教
師
は
86
％
、「
教
科
・

科
目
を
超
え
た
教
師
同
士
の
連
携
を
重
視

し
て
い
る
」
は
76
％
に
上
っ
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ

を
通
し
て
指
導
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　
教
師
に
と
っ
て
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
負
担
は
小
さ

く
な
く
、
従
来
に
比
べ
て
理
数
教
育
の
授

業
や
活
動
に
よ
り
多
く
の
時
間
が
割
か
れ

て
い
る
の
も
事
実
だ
。
そ
の
た
め
、
Ｓ
Ｓ

Ｈ
導
入
前
に
は
、
進
学
実
績
に
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
か
と
い
う
議
論
が
起
き
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
杞
憂
だ
っ
た
。
Ｓ
Ｓ

Ｈ
１
期
生
で
あ
る
10
年
度
卒
業
生
の
進
学

実
績
は
、
例
年
に
比
べ
て
遜
色
の
な
い
結

果
と
な
っ
た
。
む
し
ろ
、
数
字
に
は
見
え

な
い
成
果
と
し
て
、
よ
り
上
を
目
指
そ
う

と
す
る
生
徒
が
増
え
た
と
い
う
。

　「
志
望
を
落
と
さ
ず
に
挑
戦
す
る
生
徒

が
、
例
年
よ
り
増
え
ま
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
、
大
学
で
学
び

た
い
こ
と
や
目
指
す
進
路
が
は
っ
き
り
し

た
の
で
し
ょ
う
。
妥
協
し
な
か
っ
た
結

果
、
浪
人
は
増
え
ま
し
た
が
、
本
人
の
目

標
が
明
確
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ

れ
は
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
後
藤
先
生
）

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
は
12
年
度
で
終
了
す
る

が
、
13
年
度
も
再
申
請
を
す
る
考
え
だ
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
に
こ
こ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
今
、
も
う
後
戻
り
は
出
来
ま
せ

ん
し
、
す
る
つ
も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地

域
の
先
頭
を
切
っ
て
、
生
徒
に
も
教
師
に

も
実
り
の
あ
る
活
動
を
模
索
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
高
畑
教
頭
）

　
同
校
は
、
こ
れ
か
ら
も
理
数
教
育
と
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
の
高
い
レ
ベ
ル
で
の
融
合

を
図
っ
て
い
く
考
え
だ
。

2005

166

153

161

157

170

151

190

131

195

126

203

118

2006 2007 2008 2009 2010

文
系

理
系

単位（人）

年度

理系・文系選択者の推移（２００８年度よりＳＳＨ指定）図３

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生
徒
が
増
加

＊学校資料を基に編集部で作成

17 2012  Extra Edition


